
 私は理科の教員です。しかし皆さん理科は好きではないですよね。それは教科としての

理科と捉えているからです。そうなると，難しいとか面倒くさいとか，苦手意識が出てし

まいます。でも，小学生の頃は理科好きな子が多いです。それは不思議な現象や事物にワ

クワクしたからではないでしょうか。それは，理科という教科ではなく科学を純粋に楽し

んでいたからだと思います。 

 身のまわりには科学があふれています。家の中では台所や洗面所，お風呂場も科学だら

けです。野外に出てみると，さらにたくさんの科学に出会います。なぜこうなるんだろう，

こういうしくみなのかと考える，これが科学の楽しさだと思います。私は授業中に身のま

わりの事物や事象を取り上げることが多くあります。その中から，少しでも科学の楽しさ

を知ってもらえたらうれしいなと思います。 

 

 

 

 

 

       

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学問とは 僅少
きんしょう

の時日
じ じ つ

の間に 

古今数百千年の人類の経験を受け取ることである   
校長 西 村 睦 人 

 

 上記の言葉は、フランスの哲学者であるジャン＝ジャック・ルソーの言葉です。彼は、イ

ギリスのジョン＝ロックと共に近代的な社会契約説の論理を提唱した思想家で、フランス革

命にも影響していることは有名です。彼は著書『エミール』において、教育について“子ど

もの自発性を重視し、内発性を社会から守る”ことの大切さを論じています。  

さて、3 年生 10 名はまもなく義務教育 9 年間を修了し、卒業を迎えます。１５の春を笑

顔で迎えられるように、全員の第一志望合格を心から祈っています。言うまでもなく、高校

に行くということは、これまでの小・中学校での学びを土台にして、さらに高等な教育を受

けるために進学をするということです。卒業する皆さんは“僅少な時日の間”を大切にし

て、何のために学ぶのか、自分自身がどうあるべきなのか、学びの主体としてこれからもし

っかり考えていってください。 

また、１，２年生は来年度の 8 月末に行われる日本ジオパーク全国大会（青森県下北大

会）の発表に向けて、ジオパーク学習を本格的にスタートしています。 

これから厚保を学び、美祢を学び、ジオパークを学ぶことで“古今数百 

千年の人類の経験を受け取り”、ルソーの言葉を上回れるように、これから 

の美祢・厚保の未来を創り上げていくヒントをつかんでください。  

 

※厚保中インスタはじめました。右の QR コードで読み上げて、フォローお願いします。 
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野間先生からのメッセージ！ 

 



 本校では１，２年生がジオ学習に取り組ん

でいます。今は各グループが厚保の地域のこ

とについて調べています。そのため，休日等

に地域の方々にインタビューをして情報を

集めています。下は各グループのテーマで

す。これらについて何か情報をお持ちでした

ら教えていただけると助かります。 

 また，この発表会を３月２２日 (金 )の

14:30 から本校体育館で行います。この日は

新入生の仮入学も兼ねています。厚保地区の

ジオ学習の一貫としての発表をどうぞご覧

ください。 

１班 厚保栗のルーツ 

２班 明治維新 

３班 江下山のなぞ 

４班 厚保の地形 

５班 行事の伝統 

６班 神功皇后神社の歴史 

 ２月３日（土）の立志式の実施にあたり、1

月２７日（土）の午後から江下山の草刈り作業

を行いました。作業にあたり多くの地域の

方々や保護者、そして教職員とで登山道の生

い茂った草をしっかりと除草しました。 

 お陰をもちまして大変きれいになった状態

で生徒達は安全に登山し、山頂にて立志の抱

負を堂々と述べ、記念撮影も行うことができ

ました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉体験学習を終えて（1年生） 

ジオ学習発表会のお知らせ 

（車いす体験）車いすの方は、段差の所などが一人ではいけないので、すごく大変だと思いま
した。１人の力では、車いすを動かすのもかなり筋力が必要でした。高齢者の方は特に大変だ
と思いました。 
（ボッチャ体験）ボッチャは初めての体験で、とても面白かったです。 
この競技は車いすでも車いすじゃなくても平等にでき 
るのがとてもいいなと感じました。私が知って限り、 
健康な人と障がいがある方がごちゃ混ぜでできるスポー 
ツがないので、とても刺激的でした。私は、もっとこ 
のようなスポーツが世界中に広がるといいなと思いま 
した。            

３月の主な行事予定 

 ６日(水) 公立高校一次入試 

 ７日(木) ３年生を送る会 

 ８日(金) 卒業証書授与式 

１４日(木) 公立高校一次合格発表 

２２日(金) オープンスクールⅡ(仮入学) 

２６日(火) 修了式 

２９日(金) 離任式 

 

 

 

 

 

僕は将来の夢がまだ明確ではありませんが、将来の目標はあります。それは、広島カープの
大瀬良投手のような人になることです。普段優しい性格の投手でもマウンドに立ったら表情が
変わる人は多いです。だけど自分が見ている中で大瀬良投手は笑顔を見せるときもあります。
そんな姿に「厳しさが足りない」「もっと戦う気持ちを前面に出せ」など厳しい声があります。
でも、僕はそれでも「いい」とおもいます。なぜなら大瀬良投手は、いつも冷静で自分の感 
情をコントロールして試合をするからです。それに対して自分 
は、感情的になったり、物にあたったりするから本当に大瀬良 
投手に憧れます。 
 だから、自分はこのように人から憧れるようになりたいです。そのためには、残りの中学校
これからも仲間と共に部活動を毎日努力し続けていきたいです。 
そして、甲子園出場を目標に向かって頑張りたいです。 
 
 

立志の誓い（２年生） 

江下山草刈り作業のお礼 

  


